
72 第 5 章　権現山遺跡の調査

第 49 図　権現山遺跡の地形と調査区 (1/4,000)

Ⅰ　遺跡の立地と環境
　権現山遺跡は、武蔵野台地の北東端、荒川低地に舌状に突き出た武蔵野段丘面のいわゆる川崎台の南東
端部に立地している。遺跡の東側を新河岸川が台地東縁をなめるように流れ、東方は新河岸川に臨む急峻
な崖が形成されている。また、南側は旧清水という小川が流れる低地で、やはり急傾斜の斜面を形成する。
標高は 16 ～ 18m を測る。遺跡の範囲は南北 300m、東西 300m 以上ある。
　周辺の遺跡は、台地続きの北側に縄文時代前期・中期・晩期、古墳時代の集落がある著名な上福岡貝塚、
台地下の低地面に縄文時代早期・前期、古墳から奈良・平安時代の集落跡である滝遺跡がある。
　権現山遺跡は大正 6 年に安部立郎氏により「権現山といふ円形古墳」( 安部 1917) として紹介された。
その後、1937 年 ( 昭和 12 年 ) に山内清男、関野克によって上福岡貝塚が調査された折に作成された遺構
配置図には、新河岸川沿いに 3群 6基の古墳が記述されている。(山内 1937) 戦後は『埼玉縣史』(1951)、『古
墳調査報告書－入間地区－』(1961) 等に古墳の記載がある。しかし、1965 年に行われた通称「厄病塚」   
( 権現山北古墳群 2 Ｍ・3 Ｍ ) の調査では古墳の確証が得られず、十三塚の可能性が考察されている。 
　一方、通称「権現山」( 権現山古墳群 2 Ｍ ) は徳川家康が鷹狩りに訪れたという伝承から、1963 年に
市指定文化財 ( 上福岡市 ) に指定された。資料上の初見は元禄 12(1699) 年の「武州入間郡福岡村除地水帳」
に「権現　社地」の記載があり、塚の上には天保 11(1840) 年 2 月造立の「東照神祖命」の石造物が安置
される。
　その後 1982 年～ 1993 年までの 6 次にわたる発掘調査により、古墳時代前期の古墳群 (11 基 ) が発見
され、「権現山」はいわゆる前方後方墳であることが判明し、2002 年 3 月 22 日県指定文化財に指定された。
　1982年以来2020年4月現在、28ヶ所で調査が行われている。主たる時代と遺構は縄文時代中期の集落、
古墳時代前期の方形周溝墓群、古墳時代の集落、奈良・平安時代の集落である。なお、滝遺跡の第 3・5・
9・10 次調査および、1995 年と 2002 年の試掘は権現山遺跡の範囲に入っているため、権現山遺跡第 1・
2・5 ～ 7・14・17 地点へ変更した。
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第 26 表　権現山遺跡調査一覧表

Ⅱ　権現山遺跡第 28 地点
（１）調査の概要
　調査は分譲住宅に伴うもので、原因者より 2019 年 2 月 22 日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじ
み野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の南部に位置する。申請者と協議の結果、遺構の存在
を確認するため 2019 年 2 月 25・26 日に試掘調査を実施した。
　試掘調査は幅 1.5m のトレンチ 5 本を設定し、重機による表土除去後人力による表面精査を行った。現
地表面から地山ローム層までの深さは約 50 ～ 100 ㎝である。
　調査の結果、時期不明のピット5基を検出した。写真撮影・全測図作成等記録保存を行ったうえで埋戻し、
調査を終了した。

地区
地点

所在地
調査期間                                          

(  ) は試掘調査
開発面積

( ㎡ )
調査面積
(  ) は試掘

調査原因 確認された遺構と遺物 備考 所収報告書

1 滝 1-4-15 1980.6.27 ～ 7.3 76 個人住宅 古墳時代住居跡 1、 旧滝遺跡 3 次 上埋Ⅲ
2 滝 1-3-21 1980.7.25 ～ 29 330 住宅建設 遺構遺物なし 旧滝遺跡 5 次 上埋Ⅲ

3 滝 3-4-7 1982.1.20 ～ 2.6 50 
自転車置場
( 公共事業 )

方形周溝墓、縄文時代住居跡 1、縄
文土器 等

S56 上社

4 滝 1-5-4
1982.12.8 ～ 28 200 

範囲確認

方形周溝墓 6、縄文時代住居跡 1、
古墳時代住居跡 1、土坑、溝、縄文
土器 等

上埋Ⅴ、市史資 1

1983.5.18 ～ 6.28 100 
方形周溝墓 1、古墳時代住居跡 1、
縄文土器 等

旧 83-2 次 上埋Ⅵ

5 滝 1-4-4 1984.5.11 ～ 22 466 住宅建設 溝、土師器 旧滝遺跡 9 次 上埋Ⅶ、市史資 1

6 滝 1-3-17 1984.6.1 ～ 12 363 住宅建設
古墳時代住居跡 1、土坑、ピット、溝、
土師器 等

旧滝遺跡 10 次 上埋Ⅶ、市史資 1

7 滝 1-4-2 1984.6.28 ～ 30 33 物置 集石、土坑、ピット、陶磁器 等 旧滝遺跡 11 次 上埋Ⅶ、市史資 1

8 大字福岡 1500 1985.1.20 ～ 2.25 道路築造 方形周溝墓 2、古墳 3、壷形土器 等
S59 上社、市史
資 1

9 滝 1-4-8 1985.8.9 ～ 9.9 430 範囲確認
古墳時代住居跡 2、古代住居跡 1、
土坑、土師器、土製紡錘車 等

旧 85-4 次 上埋Ⅷ

10 滝 1-5-9・10 1986.2.10 ～ 22 202 範囲確認
方形周溝墓 1、古墳時代住居跡 1、
土坑、ピット、土師器 等

旧 85-5 次 上埋Ⅷ

11 福岡 3-1187-4 1988.6.7 ～ 14 3,200 工場増築 古墳 1、古代住居跡 4

12 次 滝 1-6-6 1989.2.20 ～ 3.6 2,000 農地改善
方形周溝墓 4、古墳時代住居跡 3、
溝

上埋 11、市史資 1

12 滝 1-6-1 1989.5.8 ～ 1,724 農地改善 方形周溝墓 4、古代住居跡 1 H1 上社
13 滝 1-5-4 1993.7 ～ 8 範囲確認 古墳 2、高坏 等 市史資 1
14 滝 1-3-13 1995.11.27 ～ 30 462 共同住宅 遺構遺物なし 旧滝遺跡 95-1 上埋 18
15 滝 1-4-3 1996.4.15 ～ 5.7 396 個人住宅 古墳時代住居跡 1、溝、土師器 旧 96-9 次 上埋 19
16 滝 1-3-49 2002.5.29 ～ 30 165 個人住宅 遺構なし、縄文土器 等 旧滝遺跡 02-1 上埋 25
17 滝 2-6-2 2004.5.17 ～ 27 856 範囲確認 古代住居跡 2、土師器 等 上埋 27
18 滝 1-5-4 2006.4.25 ～ 27 古墳整備
19 字福岡 2-1500-23

( 工場内 )
工場増築 立会のみ20

21
22 滝 1-3-58 ～ 60 住宅建設
23 滝 1-6-7 (2008.10.23 ～ 29) 1,576 (12) 古墳整備 土坑、集石、須恵器 等 市内 6
24 滝 1-3-25 (2013.5.17) 90 (5.7) 個人住宅 遺構なし、土師器 等 市内 18

25 福岡 2-1-1
(2014.6.2 ～ 7.18)
2014.7.22 ～ 9.2

3,588
(996.75)

86
事務所

古代住居跡 3、炉穴、土坑、溝、土
師器 等

市内 16

26 滝 1-3-23 (2015.11.30) 97 (9) 個人住宅 遺構遺物なし 市内 22
27 滝 1-4-6 (2017.7.3・4) 63 (25) 分譲住宅 ピット、縄文土器 等 市内 24
28 滝 1-3-3 (2019.2.25・26) 624 (131.99) 分譲住宅 ピット、縄文土器 等 市内 25
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第 50 図　権現山遺跡第 28 地点遺構配置図 (1/300)、土層 (1/150)、ピット (1/60)

（２）遺構と遺物
①ピット
　ピットはいずれも調査区の北西部に位置し、トレンチ 1 で 2 基、トレンチ 2 で 1 基、トレンチ 4 で 2
基の計 5 基を検出した。規模等の詳細については第 27 表に掲載した。
②出土遺物
　遺物はすべて遺構外からの出土である。詳細については第 51 図及び第 28 表に掲載した。
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第 51 図　権現山遺跡第 28 地点出土遺物 (1/4)

第 28 表　権現山遺跡第 28 地点出土遺物観察表 ( 単位 cm・g）

第 27 表　権現山遺跡第 28 地点ピット一覧表 ( 単位 cm)

№ 平面形態 確認面径 底径 深さ
1 不明       43   × (38)       26   × (26) 13.8
2 不明 　(67) ×    59      (41) ×   37 19.4
3 円形       39   ×   37          6   ×   5 43.9
4 ( 楕円形 )       51   ×   33         9   ×   9 46.4
5 ( 円形 )     (34)  ×   32       15   ×   7 47.1

図版番号 出土遺構 種別・器種 技法・文様・備考 時期・型式

第 51 図 -1

遺構外

縄文・深鉢 横位 LR 縄文 / 胎土に繊維を含む 前期・黒浜

第 51 図 -2 縄文・深鉢 半截竹管状工具による結節沈線 / 胎土に白色粒子を多量に含む
中期・

勝坂期か

第 51 図 -3 縄文・深鉢 櫛歯状工具による条線文 / 胎土に白色粒子を多量に含む
中期・加曽利

E Ⅱ～Ⅲ
第 51 図 -4 土器・焙烙 焙烙底部 / 胎土に白色粒子を含む 中近世以降

第 51 図 -5 陶器・ 焼締陶器、粘土紐巻き上げ成形 / 外面に焼きムラ
近世以降・常

滑

第 51 図 -6 陶器・
焼締陶器、粘土紐巻き上げ成形、内面に指頭痕有 / 胎土に白色粒子、チャー
トを含む

18 世紀後半
以降

第 51 図 -7 陶器・ 焼締陶器、底部、轆轤成形 // 底径：(17.2) ㎝、胎土に砂礫を多く含む
18 世紀後半

以降

第 51 図 -8 磁器・半筒碗 轆轤成形 / 染付、雪輪梅樹文か、内面口縁部に二重圏文 / 口径 7.2 ㎝
18 世紀後半・

肥前

第 51 図 -9 磁器・厚手碗
轆轤成形 / 染付、雪輪梅樹文、高台に二重圏文、高台内面に崩し銘 / 口径
9.0 ㎝、底径 3.8 ㎝、高さ 4.8 ㎝

18 世紀後半・
肥前

第 51 図 -10 陶器・端反碗 轆轤成形 / 鉄絵、小杉碗、底径 3.4 ㎝
19 世紀前半・

信楽



253写真図版ハケ遺跡第 27 地点、権現山遺跡第 28 地点 (1) 15

ハケ遺跡第 27 地点トレンチ全景

ハケ遺跡第 27 地点トレンチ 1 旧石器確認

ハケ遺跡第 27 地点トレンチ 1 旧石器出土状況

ハケ遺跡第 27 地点調査風景

権現山遺跡第 28 地点トレンチ 1 権現山遺跡第 28 地点トレンチ 3

ハケ遺跡第 27 地点出土遺物

遺構外

7
65

432

1

Yas2020
長方形



写真図版254 権現山遺跡第 28 地点 (2)、滝遺跡第 33 地点 (1)

権現山遺跡第 28 地点トレンチ 5 権現山遺跡第 28 地点ピット 4・5

権現山遺跡第 28 地点出土遺物

滝遺跡第 33 地点トレンチ 1 滝遺跡第 33 地点トレンチ 2

遺構外

1

10

9

8
7

6

54
32

16

Yas2020
長方形


